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食事の時間でつくられる、よい親子関係

月の 給食だより

「子どものイヤイヤがすごい」

「泣き叫んだり、物を投げたり、言葉以外で

訴える」

「大人の言葉が届かない。」

「最近、叱ったり、怒ることが多い。

イライラすることがある。」

食事の時間の関わりを見直すと、上記のような姿によりよい変化が生まれてきますので、

ぜひピンクの取り組みをされてみてください！

コントロールする声かけ

「これを食べたら、デザートね」

「あの子は食べてるよ」

「がんばろうよ。」

「まだ半分残ってるよ？」

「せっかく作ったのに、なんで

食べないの？」

不機嫌そうにする

食事の時間は副交感神経が優位に

なっているため、言葉の影響を強く

うけます。

食事の時間に叱られてばかり

いると、親との日常の関係

も悪くなっていきます。

食事の時間こそ、一番

ほめたり、認めたりする

時間にしていきましょう。

忙しい１日の中で、食事は家

族にとって、子どもの成長に

とって貴重な時間です。

左のように、何気なく自然に

なっていることがあれば、こ

のことと反対のことを意識

し、取り組まれてください。
子どもの食事の向き合い方

がよりよく変わってくると思

います

食事に集中できない環境

テレビやスマホが目にみえる

場所にあると、子どもは食事に

集中できません。

また、子どもが「やりたい！」と

なった時、なんでも「受け入れ

る（同意）」と、感情や心をコントロールする

自律心が育つ機会がありません。
愛は「優しさ」だけでなく、「学ぶこと」やときに

「耐えること」など多くことを意味します。

メディアとの付き合い方は

大人が決めましょう。
食事中は、スマホなどが目に

見えない環境をつくりましょう。

子どもが「やりたい！」となった時、

気持ちを「受け止めた（理解）」

ことを言葉で伝えましょう。
そして、どんなときにできる

かなど説明をしてください。

大人の温かなきぜんとした

態度は、子どもの中に自律心を

育んでいきます。


